
(別紙)

実施主体名　　北九州市・水巻町鳥獣被害防止対策広域協議会
１　事業効果の発現状況

２　被害防止計画の目標達成状況

３　各事業実施地区における被害防止計画の達成状況

北九州市 令和３年度

イノシシ、サル、
シカ、アライグ

マ、ヒヨドリ、ドバ
ト、カラス

金網柵
2,250m

捕獲実績
ｲﾉｼｼ 1,341頭
ｻﾙ　  8頭
ｼｶ　   80頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ　45頭
ﾋﾖﾄﾞﾘ  117羽
ﾄﾞﾊﾞﾄ   76羽
ｶﾗｽ    714羽

令和4年3月 100%

北九州市 令和４年度

イノシシ、サル、
シカ、アライグ

マ、ヒヨドリ、ドバ
ト、カラス

金網柵
1,835m

捕獲実績
ｲﾉｼｼ 1,612頭
ｻﾙ　    8頭
ｼｶ　   126頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ  109頭
ﾋﾖﾄﾞﾘ  169羽
ﾄﾞﾊﾞﾄ   122羽
ｶﾗｽ    651羽

令和5年3月 100%

北九州市 令和５年度

イノシシ、サル、
シカ、アライグ

マ、ヒヨドリ、ドバ
ト、カラス

金網柵
2,300m

捕獲実績
ｲﾉｼｼ 1,119頭
ｻﾙ　   2頭
ｼｶ　    126頭
ｱﾗｲｸﾞﾏ  151頭
ﾋﾖﾄﾞﾘ  21羽
ﾄﾞﾊﾞﾄ    107羽
ｶﾗｽ    586羽

令和6年3月 100%

注１：事業内容は、実施年度ごとに記載すること。
注２：被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記載し、これに合わせて他の欄も記載する。
注３：事業効果は記載例を参考とし、獣種等ごとに事業実施前と事業実施後の定量的な比較ができるよう時間軸を明確に記載の上、その効果を詳細に記載すること。整備事業を行った場合、捕獲効率の向上にどのように寄与したかも必ず記載すること。

実績値（B) 達成率(注５) 目標値（A) 実績値（B) 達成率(注５)

イノシシ 2,334千円 6,964千円 -1687.6% 2.34ha 3.57ha -373.1%

サ   ル 137千円 530千円 -2520.0% 0.02ha 0.10ha -700.0%

シ   カ 180千円 0千円 1000.0% 0.05ha 0.00ha 600.0%

アライグマ 0千円 954千円 -95300.0% 0.00ha 0.22ha -2100.0%

ヒヨドリ 2,195千円 3,830千円 -570.1% 0.86ha 0.97ha -22.2%

ドバト 1,133千円 2,268千円 -800.8% 0.32ha 0.55ha -666.7%

カラス 1,590千円 3,905千円 -1207.9% 0.86ha 0.79ha 170.0%

(注４)被害金額及び被害面積の目標欄については対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載する。
(注５)達成率＝(基準年値－実績値)/（基準年値－目標値)。達成率が70%未満の場合は、別途改善計画作成の必要あり。
(注６)「事業実施主体の評価」の欄には、その効果に対する考察や経営状況も詳細に記載すること。

４　第三者の意見

所属名、役職等

※｢第三者の意見｣とは事業実施主体及びその属する市町村の被害防止対策協議会の構成メンバー以外の学識経験者の意見とする（本評価については、公表する必要があることに留意すること)。

・イノシシ、シカについては、緊急捕獲活動支援事業を活用し山中におい
て猟友会が有害捕獲を行うとともに、農地を囲うように侵入防止柵を設
置。H30-R2とR3-R5を比較すると、イノシシ捕獲数は5％増加。シカは2.5
倍となった。シカの出没は、小倉南区の特定地域に偏っており、集中的
に捕獲したことで、被害を予防できた。イノシシは市内全域で出没してお
り、特に近年は、侵入防止柵未設置の集落での出没が増え、また、わな
にかからない個体が増えるなどして、農業被害が増加した。

・サルについては、サル用のゲート式の捕獲檻にICTを活用したゲートを
小倉南区東谷地区に設置し効率的な捕獲と追払いに努めている。令和2
年度に２４頭捕獲以降は、年間１０頭以下の捕獲にとどまっているが、
H26～R5まで累計153頭捕獲。近年は隣接する香春町からの群れの個
体群の減少、遊動域の縮小に成功し、群れサルによる農業被害は減少
した。一方、群れザルとは別のハナレザルが、市内各地に出没してお
り、全体では農業被害は増加した。

・アライグマについては、令和2年度までは、生息数は少なく、生息域が
限定的であったため、農業被害がなかったが、近年は市内全域で目撃
情報がある。このため、センサーカメラによる生息調査を行うとともに、捕
獲通知センサーによる効率的な捕獲を行った結果、捕獲数は年々1.3倍
以上増加。個体数の増加に捕獲が追い付いていない状況を改善するた
め、令和4年度から小型箱ワナを市民・農家に貸出し、全市的な捕獲事
業に取り組んだ結果、農業被害額がR5はR4比で22％減になった。

・鳥類（カラス、ヒヨドリ、ドバト）については、小倉南区、八幡西区、若松
区の農村地域で地元猟友会による銃による捕獲を行っているが、近年、
ヒヨドリとカラスが増加している。カラスについては捕獲数増（R5はR2比
2.3倍）にも関わらず、農業被害は大幅に増加していたため、R4年度にカ
ラス捕獲檻を2基購入し、若松区のカラス被害が発生している地域に設
置し稼働した結果、カラス被害については、R5はR4に比べ、4％程度減
少した（被害面積は縮小したが、単価の高い軟弱野菜や果樹の被害に
より、被害金額は増加）。

事業量

目標値（A)

・アライグマ捕獲用小型箱わな（１０基）購入

・捕獲通知センサー（５台）購入

・センサーカメラ（１８台）購入

・農家参加型直営施工により、イノシシ侵入防止(金網)柵を設置

・緊急捕獲活動支援事業を実施

全体的に達成率が低く、より対策をすすめてゆく必要がある。捕獲頭数はかなりあるものの被害防止につながっていないことから、加害獣の確実な捕獲が求められる。センサーカメラの導入を行っており、総合的な対策が必要と認識していることから今後
の対策をより効率的なものとしていただきたい。

被害面積

氏　　　名 コメント

村上徹哉

被害防止計画の目標と実績
事業実施主体の評価

事業内容

鳥獣被害防止総合支援事業(及び鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業)の評価報告（令和５年度報告）

市内で農作物被害が最も大きいイノシシについて、導入した箱わなにより、令和３年度から令和５年度の３年間で4,072頭のイノシシを捕獲した（有害鳥獣捕獲分）。また侵入防止柵も令和３年度から令和５年度の３年間で、農業者自らが51,549m（うち国補助事業6,385m）設置し、地域ぐるみでのイ
ノシシ防除を実施している。

被害の軽減目標について、ICT技術の活用による効率的な捕獲等により捕獲数は増加しているものの、ほぼすべての鳥獣において目標を達成できなかった。
令和４年度の有害鳥獣による被害金額は市内の農作物生産額の0.5%程度であるため、県平均と同レベルであった。

事業実施主体名

対象地域 供用開始 事業効果管理主体対象鳥獣

・アライグマ捕獲用小型箱わな（１０基）購入

・カラス捕獲用檻（２基）購入

・農家参加型直営施工により、イノシシ侵入防止(金網)柵を設置

・緊急捕獲活動支援事業を実施

利用率・
稼働率

福岡県農林業
総合試験場研

究員

・イノシシ捕獲用箱わな（１６基）購入

・農家参加型直営施工により、イノシシ侵入防止(金網)柵を設置

・緊急捕獲活動支援事業を実施

・イノシシについては、市内全域で出没しており、捕獲と侵入防止、生息環境管理の対策を総合的に実施して
いくことが必要と認識。農林業者には捕獲だけに頼らない取組について意識を高める。
・シカについては、出没地域が特定されているため、捕獲圧を維持しながら、生息数及び生息域を注視する。
・サルについては、小倉南区東谷地区の群れザル対策を維持しながら、本市に侵入するサルの個体数を減少
させる。ハナレザル対策は追払いと放任果樹等の除去などの近づけない対策を中心に行う。
・アライグマについては、繁殖力の高さから、近年、市内でも生息数と生息域が急拡大している。このため、県
のアライグマ防除実施計画に基づき、捕獲圧を高めるとともに、農作物被害防止のために侵入防止の取組を
進める。
・鳥類については、特にカラス被害が拡大。鳥類対策は市域を超えて対策を行う必要があるため、県や近隣自
治体からも情報収集しながら、効果的な対策を検討する。
・有害鳥獣の捕獲数は増加しているものの、必ずしも農業被害の軽減にはつながっていないため、加害個体
の確実な捕獲などの効率的な対策を、ICT機器の活用により進める。
・有害鳥獣による被害金額は市内の農作物生産額の0.5%程度で、県平均並みであるため、次年度以降の目標
値は、R4年度比１０％減とした。

被害金額

北九州市・水巻町鳥獣
被害防止対策広域協
議会

（協議会名）

実施年度

北九州市・
水巻町鳥
獣被害防
止対策広
域協議会


